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トッ プ > 大 人 高 妨 > 大 高 妨 Vol.183 ( 2013/06/26 ) 


し が 家 BACKSTAGE 


サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 


最新 メッ セー ジ 。 バ ッ ク ナ ン バ ー リ スト 次 へ 
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先週 号 の ラス ト で 展開 が 変わ り 

シー ン は アリ ババ と 練 紅 炎 た ちの 場所 へ 戻り ます 。 

アリ ババ と 紅 炎 は も っ と 早く 会 わせ た か っ た の で す が 、 
随分 時 間 が か か っ て し まい この タイ ミン グ で の 対面 と な り ま し た 。 


と ころ で 、 漫 画 の 中 に は 様々 な 所 属 や 立場 の キャ ラク ター が いる た め 
彼ら は 誰 と 相対 する か で 態度 や 吉 動 が 変わ り ま が 、 

アリ ババ は それ が 特に 顕著 な キャ ラク ター で す 。 

社会 性 が 高く 周り に 気 を 使う キャ ラク ター ほど 変化 の 幅 が 広い と 考え ます 。 


アリ ババ が 誰か 初対面 の キャ ラク ター と 出会う 度 に 

どう 喋ら ちせ よう か 悩み ます 。 

アリ ババ は 今 ま で に 色々 な キャ ラク ター と 出会っ て 

様々 に 対応 し て きま し た が 、 

今回 の 紅 炎 に 対す る 態度 は 今 ま で の アリ ババ の 描写 に は な か っ た も の で 、 
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【 公 式 】 少 年 サン デー 編集 部 公式 アカ ウ 
ント shonen_sunday の ツイ ー ト 


描い て いて 新鮮 で し た 。 MM 
@shonen_sunday 
その あたり に 注目 し つつ 、 今 週 号 の マギ も どう ぞ よ ろ し く お 願 いし ます 。 1 【 公 式 】 少 年 サン デー 納 集 
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